
数理・データサイエンス・ＡＩ教育強化拠点コンソーシアム 

四国ブロック拡大ブロック会議議事次第 

 

 

日  時 令和４年１０月７日（金）１６：３０ 

 

場  所 ＪＲホテルクレメント高松 ３階「飛天東」 

 

議  題 

１．四国ブロックの運営体制について 

 ・四国ブロック会議議長選任 

 ・運営会議幹事校選任 

 ・四国ブロック事務局 

２．四国ブロックの事業計画について 

 ・四国ブロック総会の開催 

 ・ワークショップの開催 

 ・セミナー等の開催 

 ・運営会議の開催 

 ・四国ブロック運営方針 

３．会員校の拡大について 

４．その他 

 

報  告  

１．各大学の取り組み状況について 

２．その他 

 

配付資料 

１．出席者名簿 

２．徳島大学報告資料【資料１】 

３．鳴門教育大学報告資料【資料２】 

４．愛媛大学報告資料【資料３】 

５．高知大学報告資料【資料４】 

６．香川大学報告資料【資料５】 
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2022-10-07 数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム四国ブロック拡大ブロック会議

数理・DS・AI教育における 
徳島大学の取り組み

瓜生真也・大薮進喜・寺田賢治（徳島大学デザイン型AI教育研究センター）

徳島大学マスコットキャラクター

とくぽん

https://www.tokushima-u.ac.jp/ai/
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徳島大学 デザイン型AI教育研究センター

地域に寄り添い、地域と学ぶ

教育推進

研究開発

社会実装

AI・データサイエンスの教育と応用状況を俯瞰しつつ、地域
のニーズなどにあわせたAI教育プログラムの開発を主導す
る。

企業等の研究課題に対して、AIによる解決のアプローチを示
す。また、AIの応用研究に関するシンポジウムなどの開催を
主催する。

AI・データサイエンスの教育研究と応用状況を俯瞰しつつ、
地域のニーズなどにあわせたAIの社会実装を主導する。

2020年4月設置
構成員数… 23名（客員准教授、技術員含む）

【産】企業

【官】行政

【学】大学・研究機関



徳島大学 第4期中期計画・ミッション実現戦略
事業名「数理・データサイエンス・AI教育の推進と、AIに基づく教育DXシステム整備」

https://www.tokushima-u.ac.jp/about/concept/vision/



徳島大学 第4期中期計画・ミッション実現戦略

学内におけるAI教育の推進

教育DX

地域におけるAI教育の推進

文部科学省・経済産業省・内閣府が推し進めるAI戦略に沿った授業プログラムの設計
!

学修データの管理と分析… 学内における組織・体制づくり
学内教育システムの整備

!

!

小中高生向けのAIについて知識・理解を深めるための場
社会人向けのコンテンツの拡充



数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度
今年5月に申請、8月に文部科学省より認定を受けるリテラシーレベル
プログラム名「データサイエンス学修プログラム」

2021年度からデータサイエンスの要素を取り入れる

文科省公募説明会資料より

授業題目 情報科学入門 データサイエンスへの誘い

全学必修（１年次） 選択必修

審査項目への対応 ①、④、⑤ ①～⑤

センター教員を中心に教科書を執筆、教材として利用
2021年度（初年度）実績 … 228名の修了者



数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度
申請準備中（来年度より実施、再来年度に申請を予定）応用基礎レベル

機械学習、深層学習の基礎と展望、実践的な演習を含んだ「AI演習」（仮）を
新規科目として開設予定

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

プラン データ表現とアルゴリズム データサイエンス基礎 AI・データサイエンス実践

A 情報科学入門 データサイエンスへの誘い 各学部・学科での演習科目等

B 情報科学入門 AI演習 AI演習

認定教育プログラム要素との対応関係



2021年度は11回実施（オンライン開催）

研究活動

月例AI研究勉強会

学修データ分析についての調査・研究
学校ICTを推進するClassi株式会社の開発本部長 
伊藤徹郎氏を客員准教授として任用

講師は学生を含む学内外から募集
毎回約30~40名程度が参加

!

!

人流データの分析!

専任教員の瓜生の研究課題
位置情報ビックデータと統計的機械学習手法を用いた分析



地域への貢献、社会実装
とくぽんAI塾

阿波っ子AI塾

阿波っ子タイムズ 2021年11月23日（第397号） / 徳島新聞社

徳島新聞社が発行する子ども向け新聞でのセンター教員による連載

!

!

県内の小中高生を対象に リカレント教育の強化を計画
社会人向けコースを後期に開催「デザイン型思考」、高校「情報I」の素養を学ぶ場を提供

https://uribo.github.io/tokupon_ds/

四国オープンイノベーションワークショップ!

11月開催、場所はあわぎんホール（徳島市）
産業技術総合研究所四国センターとの共同開催



事業
計画 数理・データ科学・ＡＩ教育プログラム(リテラシーレベル)

講義
⽊曜1限

① 情報機器の基礎的な扱い(情報セキュリティなど
を含む)を習得し、② データ分析やプログラミング
の基礎とその背景(AIやデータ科学)を理解する。

実習
⽕曜１限
⽕曜２限

講義で学んだことを基礎にして、コンピュータ等
を⽤いた実習を⾏う。グループワークや、プロジェ
クト学習なども取り⼊れ、各教科の授業実践におい
て適切に活⽤できるようになることを⽬指す。

鳴⾨教育⼤学に⼊学した全学⽣が1年⽣前期の必修科⽬
「基礎情報教育」(2単位) を履修する。この科⽬は計15回の講
義 (⽊曜⽇) と、計15回の実習 (⽕曜⽇) から構成される。⽕曜
⽇の実習は 2クラス(各60名程度)に分かれて実施する。

概要 プログラム修了要件
鳴⾨教育⼤学学校教育学部の学部1年次の必
修科⽬「基礎情報教育」(2単位)を取得する
こと

プログラムの特徴
• 情報・情報教育・教育⼯学・数理科学をそ

れぞれ専⾨とする教員が授業を担当するこ
とで、多⾓的な視点を学ぶことができる。

• モデルカリキュラムに準拠しながらも、将
来学校教員になる学⽣に適した「数理・
データ科学・AI教育」を構築している。

• 必修科⽬であるため履修率は100％である。
• 対⾯授業の実習では、 2クラス (約60名 x 

2) に分け、さらに各クラスを 2つの端末室
に分けることで少⼈数体制を実現している。

• オンデマンド授業では、実際の授業時間に
質問を受け付ける反転授業を実施している。

shogakushien
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事業報告①

四国における
数理・データサイエンス・AI教育の

“これまで”
平野 幹（愛媛大学データサイエンスセンター）

数理・データサイエンス・AI教育強化拠点コンソーシアム

四国ブロックキックオフシンポジウム

（於 JRホテルクレメント高松）

2022年10月7日（金）

shogakushien
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愛媛大学の事業
「データサイエンス教育の全学的な展開と

四国地区への普及促進」

※２０１９年度予算（案）のポイント（文部科学省）
平成３１年１月３０日 科学技術・学術審議会総会（第６１回）参考資料１より抜粋

※平成３１年１月３１日 政府全体の技術戦略
について（内閣府）より抜粋

愛媛大学は「大学の数理及び
データサイエンスに係る教育強化」

における「協力校」に選定
（２０１９年度～２０２１年度）

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



ミッション １

低年次共通教育科目

「データリテラシー入門」の開設

成果指標

事業最終年度の単位認定者数

６００名

（１学年全学生数1770名）

愛媛大学の協力校（第１期）事業名

「データサイエンス教育の全学的な展開と
四国地区への普及促進」

ミッション ２

DS教育ノウハウを

四国４県の各大学に展開

成果指標

普及大学数

８校

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

愛媛大学の協力校として取組（2019-2021）

2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1



四国５国立大学の連携体制

✔ ２０１９年７月 四国国立大学協議会（５大学の学長による協議会）におい
て、「教育連携専門委員会」の下、「データサイエンス部会」の設置を決定。

✔ 各大学から推薦された構成員は以下の５名。
寺田賢治（徳島） 宮口智成（鳴門教育） 林敏浩（香川）
佐々浩司（高知） 平野幹（愛媛）

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

✔ データサイエンス部会では、各大学におけるデータサイエンス教育の実施や四国
全域に展開するための方針などを中心に協議するとともに、愛媛大学がコンソー
シアム協力校として得た情報の共有を行うなど、それぞれの大学の事情を勘案し
つつも、一体感を持って四国におけるデータサイエンス教育の強化に取り組んだ。

✔ コロナ禍にもかかわらず、３年間で合計５回開催した。議題は以下の通り。

2019.10 １．各大学におけるDSリテラシー教育の検討・実施状況および要望
２．四国全域に展開するための方針について

2020.02 １．来年度のDSリテラシー教育に向けた各大学の現況報告
２．今後の展開に際しての教材（教科書・スライド・e-Learningｊなど）

2020.07 １．各大学における現況報告
２．DSリテラシー教育の内容・教材について
３．DSリテラシー教育の普及について

2020.12 １．各大学における現況報告
２．DSリテラシー教育の内容・教材について
３．DSリテラシー教育の普及について

2021.08 １．中四国ブロック会議報告
２．数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度（リテラシーレベル）
について

３．各大学における現況報告
（各回の最後に「その他」としてコンソーシアム関係の情報共有を行った）



✔ データサイエンス部会とは別に、全国に向けてコンソーシアムや愛媛大学の取組を
発信し、数理・データサイエンス教育の普及に関する情報を共有することを目的とした
「愛媛大学データサイエンス教育セミナー」を毎年開催した。

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

←第１回
2019.08.29（木）

10:30～12:00
会場：愛媛大学（対面）
参加者数60名

第２回→
2020.12.23（水）

16:00～17:30
zoomオンライン開催
参加申込者数136名



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

✔ 愛媛県内におけるデータサイエンス教育の普及に関する取組は２段階で行った。

✔ 2019年度：愛媛県内最大の私立大学である松山大学と協議を開始。
「メディア・リテラシー」を新規開講。
また、放送大学愛媛学習センターとも協議。
「統計の初歩とデータサイエンス」を本学教員担当で開講。

✔ 2020年度：「県内大学意見交換会」をオンラインで開催。
「データサイエンス部会」と同様、各大学等の現況や方針などについて
の意見交換やコンソーシアムや愛媛大学の取組などについての情報提
供を通じて、担当者間の交流を深めた。
参加大学等：

松山大学
松山東雲女子大学・松山東雲女子短期大学
今治明徳短期大学
弓削商船高等専門学校
新居浜工業高等専門学校



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

✔ 2021年度末に開催した「第３回愛媛大学データサイエンス教育セミナー」は、協力
校ミッション２の締めくくりとしての位置付け。文科省・大阪大学（中四国ブロック拠点
校）・愛媛大学における取組紹介のほか、「データサイエンス部会」を構成する四国国立
大学の事例報告、四国にある私立大学等との意見交換、などを行った。

←第３回
2022.01.19（水）

13:00～16:00
zoomオンライン開催
参加申込者数159名



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

愛媛大学の協力校として取組（2019-2021）

2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1

四国国立大学データサイエンス部会

県内大学との協議

愛媛大学データサイエンス教育セミナー

ミッション ２ の成果
✔ 2022.08までにリテラシーレベル認定を受けた四国の大学等

愛媛大・香川大（2021）
徳島大・鳴門教育大・高知大・四国大・四国短大
香川高専・新居浜工業高専・高知工業高専（2022）

✔ 2022年度までにリテラシー授業を提供した四国の大学
松山大・東雲女子大

✔ 情報交換や協議を行った四国の大学等
多数



ミッション １ の成果
✔ データリテラシー科目８７７名単位認定（２０２１年度）
成果指標を超える約半数を認定

✔ 愛媛大学ICT/DS/AI教育プログラム（リテラシー）が
「数理・データサイエンス・AI教育プログラム認定制度
（リテラシーレベル）に認定

✔ 現在は受講者の目的別にカスタマイズして開講

✔ より入門的なデータリテラシーを扱う
動画教材やHPを作成し、教員が不足
している大学等への普及も開始。

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



「データリテラシー入門」の教材

https://www.covid-datascience.com/post/israeli-data-how-can-efficacy-vs-severe-disease-be-strong-when-60-of-hospitalized-are-vaccinated

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



より入門的な「データリテラシー」教材

https://www.cdse.ehime-u.ac.jp/cdsemovie/index.html

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



「データリテラシー」動画教材の例

数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)



数理・DS・AI教育強化の取組（2019-2021)

愛媛大学の協力校として取組（2019-2021）

2 0 1 9 2 0 2 0 2 0 2 1

四国国立大学データサイエンス部会

愛媛大学「データリテラシー入門」の開講

愛媛大学ICT/DS/AI教育プログラム

入門的なデータリテラシー教材開発

県内大学との協議

愛媛大学データサイエンス教育セミナー



愛媛大学データサイエンスセンター（CDSE）

愛媛大学データサイエンスセンター
（Center for Data Science, Ehime University; 略称 CDSE）

CDSEメンバーは７１名
【数理・統計】２９名（１） 【情報・AI】１７名（３） 【応用・実装】２５名（１） ※括弧内は専任教員数（内数）

愛媛大学ではCDSEを2020年4月に設置

データサイエンス（DS）分野についての教育・研究・社会連携
のすべてにわたる機能を強化することがCDSEの目的

https://www.cdse.ehime-u.ac.jp/



設置目的・活動理念

設置目的 活動理念

DS分野の機能強化による

本学教育研究力の向上

地域の活性化への寄与

１．全学体制で活動

２．時代の変化に対応

３．専門性と協働性を重視

愛媛大学データサイエンスセンター（CDSE）



教育
✔ 本学学生向けの正規授業実施のほか、リカレン
ト教育や大阪大学を中心に組織された「西日本ア
ライアンス」による合同PBLにも参加

✔ 松山市・地域企業と連携した「データサイエンティ
スト育成講座」も毎年開催中

社会連携
✔ 愛媛県、松山市をはじめとする地
方自治体、県下金融機関、地元
企業、県下高等学校などと連携

✔ 共同研究・委託事業の実施、
地域の人材育成を目指したセミ
ナーや講演会の企画・実施など

研究
✔ 数理/DS/AIに関連した様々な研究分野について
紹介DS研究セミナーをほぼ月１ペースで開催中

✔ 高度人材育成、異分野協働、研究交流などに資
することを期待

✔ 参加申込者数は毎回およそ１５０～２５０名程度

愛媛大学データサイエンスセンター（CDSE）

教育・研究・社会連携活動



愛媛大学データサイエンスセンター（CDSE）

広報活動
✔ HP開設はもちろん「CDSE

NewsLetter」やtwitterなどの
SNSにより情報発信中

✔ 「愛媛大学データサイエンス
みらい基金」によりステークホ
ルダー諸氏からも支援

ステークホルダーへの広報



ご清聴ありがとうございました



高知大学における
数理・データサイエンス教育

の現状紹介

佐々浩司
高知大学 データサイエンスセンター長

shogakushien
テキストボックス
資料４



•高知大学リテラシーレベル数理・データサイエンス

教育プログラム(共通教育内）

文部科学省リテラシーレベル認定

情報処理(初年次必修科目):

2/15コマ分のオンライン講義, 内容は導入・心得

A群： さわってわかるAI講座 〜基礎理論からクラウドサービス

を使った実践まで〜：（導入・心得・基礎)

DXとビジネス創出 （導入・心得) ←２科目とも高知県からの寄付講義

B群： データ活用のためのプログラミング入門（基礎）

データサイエンス実践課題演習（基礎）←大阪大学MMDSとの共同PBL



データサイエンスセンター

2022年10月1日発足

専任教員３名(2名新規採用)＋兼任教員で構成

主なミッション：リテラシーレベルの必修化

部局毎の応用基礎レベル

カリキュラムの構築

県内他大学との連携



⾹川⼤学活動報告

⾹川⼤学 ⼤学教育基盤センター
数理情報遠隔教育部 宮崎英⼀
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shogakushien
テキストボックス
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事業名称︓「危機管理学×数理・データサイエンス・AI」による応用基礎力教育モデルの展開と普及
事業の概要︓香川大学における数理・データサイエンス（DS）・AIに係るリテラシーレベル・応用基礎レベル

の教育プログラムに「危機管理学×数理・DS・AI」科目を加えて，数理・DS・AIの応用基礎教育モデルの展開と

普及を図る。

⾹川⼤学 数理・データサイエンス・AI教育の全国展開の推進 概要
69_⾹川⼤学_共通数理３（特定分野校）ポンチ絵

＜具体的な取組内容・⽅法＞

全学共通科⽬「情報リテラシーA・B」

数理・データサイエンス・AI教育プログラム
（リテラシーレベル）

D

DRIイノベーター養成プログラム
Iコース

リテラシーレベル

・全学部の１年⽣を対象にした必修科⽬。情報リテラシーBはe-Learning科⽬。
⽂系理系の専⾨分野に関わらず、データサイエンスの基礎を理解する。
・令和3年8⽉MDASH Literacyの認定

◆DRI（デザイン思考、リスクマネジメント、数理・情報）能⼒の育成
・創造⼯学部を中⼼に平成30年度（学部設置時）から展開
・全学展開のためネクストプログラム「DRIイノベーター養成プログラム」を
令和２年度に開始。

・危機管理学×DS科⽬群、データに関する倫理、⼯学・農学・医学等
各領域におけるデータ活⽤の事例等

・令和4年5⽉MDASH Advanced Literacyの認定

応⽤基礎レベル

I R

危機管理学×
数理・DS・AI
科⽬

成果指標（連携⼤学への普及）
◆応⽤基礎レベル︓四国国⽴5⼤学

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム 連携⼤学
(四国内)

e-Learning科目

応⽤基礎レベル

全学共通科⽬「情報リテラシーA・B」

成果指標（連携⼤学への普及）
◆リテラシーレベル︓四国内⾼等教育機関
◆応⽤基礎レベル︓四国国⽴5⼤学

数理・データサイエンス教育強化拠点コンソーシアム 連携⼤学
(各県)

各県のプラットフォーム
県内プラットフォームを通じての県内⾼等教育機関への普及を展開す
る。

e-Learning科目

５国⽴⼤学法⼈の連携
四国5国⽴⼤学の共同するデータサイエンス部会を通じて、四国内で
の情報収集、事業展開を⾏う。
四国内の５国立大学法人の連携事業（知プラe事業）に基づ
き、e‐Learning科目として開発した教材を提供し普及する。

連携⼤学
(四国内)

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議 2



数理・データサイエンス・AIリテラシープログラム
令和3年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

・全学部の１年⽣を対象にした必修科⽬
・情報リテラシーBはe-Learning科⽬
・⽂系理系に関わらず、データサイエンスの基礎を理解
・令和3年8⽉

MDASH Literacyの認定teracyの認定

・全学部の１年⽣を対象にした必修科⽬
・情報リテラシーBはe-Learning科⽬
・⽂系理系に関わらず、データサイエンスの基礎を理解
・令和3年8⽉

MDASH Literacyの認定teracyの認定
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数理・データサイエンス・AIリテラシープログラム
令和3年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

https://www.kagawa‐u.ac.jp/research/education/27230/
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数理・データサイエンス・AIリテラシープログラム
令和3年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

各授業科⽬の概要およ学習内容

授業科⽬名称 概要 主な学習内容

情報リテラシーA

⾹川⼤学に⼊学する全学⽣が、早期に
⾝に着けるべき情報リテラシーを学習
するために、1年次⽣対象に開講され
る必修科⽬で、座学・演習を組み合わ
せた授業です。

情報社会に関わる基礎知識、情報セ
キュリティ、個⼈情報保護、匿名加⼯
情報、暗号化、パスワード、データの
集計・並び替え・ランキング・グラフ
等

情報リテラシーB

⾹川⼤学に⼊学する全学⽣が、⽂系理
系を問わず初年次に⾝につけるべき数
理・データサイエンスの基礎を学習す
るために、1年次⽣対象にeラーニング
で開講される必修科⽬です。

データ・AIにおける⼼得、数理・デー
タサイエンスを活⽤した地域活性、実
社会のデータサイエンスの事例、デー
タの確認と関数の使い⽅、正規分布、
標準偏差、ヒストグラム、回帰分析、
統計的仮説検定、機械学習（教師あり
学習、教師なし学習） 等

5



数理・データサイエンス・AI応⽤基礎プログラム
令和4年8⽉認定
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数理・データサイエンス・AI応⽤基礎プログラム
令和4年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

https://www.kagawa-u.ac.jp/high-edu/students/dri/mmdsai_program/

7



数理・データサイエンス・AI応⽤基礎プログラム
令和4年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

基本的要素 モデルカリキュラム
対応箇所 授業科⽬名称

（１）データサイエンスとして、統計学を始め
様々なデータ処理に関する知識である「数学基礎
（統計数理、線形代数、微分積分）」に加え、Ａ
Ｉを実現するための⼿段として「アルゴリズム」、
「データ表現」、「プログラミング基礎」の概念
や知識の習得を⽬指す。

1‐6.数学基礎
1‐7.アルゴリズム
2‐2. データ表現
2‐7. プログラミング基礎

知プラe科⽬ データサイエンスを活⽤した
防災・危機管理
知プラe科⽬ レジリエントな社会の構築と
コンピューターシミュレーション
知プラe科⽬ 災害とデータサイエンス
DRIイノベーター養成プログラム課題研究

（２）ＡＩの歴史から多岐に渡る技術種類や応⽤
分野、更には研究やビジネスの現場において実際
にＡＩを活⽤する際の構築から運⽤までの⼀連の
流れを知識として習得するＡＩ基礎的なものに加
え、「データサイエンス基礎」、「機械学習の基
礎と展望」、及び「深層学習の基礎と展望」から
構成される。

1‐1. データ駆動型社会とデータ
サイエンス
1‐2. 分析設定
2‐1. ビッグデータとデータエン
ジニアリング
3‐1. AIの歴史と応⽤分野
3‐2. AIと社会
3‐3. 機械学習の基礎と展望
3‐4. 深層学習の基礎と展望
3‐9. AIの構築と運⽤

はじめて学ぶDRI（イ）
はじめて学ぶDRI（ロ）
知プラe科⽬ データサイエンスを活⽤した
防災・危機管理
知プラe科⽬ レジリエントな社会の構築と
コンピューターシミュレーション
知プラe科⽬ 災害とデータサイエンス
DRIイノベーター養成プログラム課題研究

モデルカリキュラムとの対応
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数理・データサイエンス・AI応⽤基礎プログラム
令和4年8⽉認定

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

⾊々な分野において「⾒える化」を可能にしており、こ
れは事故防⽌や観光地の発展、⾼齢者の⾒守りなど幅広
く活⽤できるため⼤きな役割を果たしていると思う。

⾊々な分野において「⾒える化」を可能にしており、こ
れは事故防⽌や観光地の発展、⾼齢者の⾒守りなど幅広
く活⽤できるため⼤きな役割を果たしていると思う。

後輩等他の学⽣への推奨度に関するアンケート
（四件法）を実施、回答者全員が推奨すると回答
後輩等他の学⽣への推奨度に関するアンケート
（四件法）を実施、回答者全員が推奨すると回答
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本学での県内展開

2022/10/07 四国ブロック拡⼤ブロック会議

令和4年8⽉ 会員校 承認

1）県内 ⼤学等へ コンソーシアムへの会員校参加呼びかけ
2）数理・データサイエンス・AIリテラシープログラム応募へのサポート

出典：https://eft.jp/navi/267/
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以上です
ご清聴有難うございました。
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